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将来的に枯渇が予想されているレアメタルなどの希少
資源の安定的な碗保が課題であるが，希少資源を確保す
る手段の－つに使用済み製品のリサイクルが挙げられる.
我が国の｢都市鉱山」に蕎積された金属は，世界のj勘巌
肚の数%から数十%を占めるといわれl)，一次資源のほ
とんどを海外に頼る我が国においてはこれらの資源を有
効活用していく必要がある．リサイクルの促進は資源
の有効活用に貢献するだけでなく、生産施設の国内立地
を通して履用効果も期待できる．そのためリサイクル産
業を含めた企業立地を考慮に入れた地域振興策の立案が
望まれる．

リサイクルを促進するために’2000年の循環型仕会形
成推進基本法をはじめとした様々な取り組みがなされて
きた．特に，自動屯リサイクル法，家電リサイクル法な
どの各種リサイクル法は，拡大生産者賀任の考え方に基
づき，企業に対して製品の製造,販売(動脈物iIDだけで
なく，使用済み製品の回収，処理(僻脈物嗣を義務づけ
た．二うした法的規制は．リサイクルの促進に効果的に
見える一方で，企業のリサイクル技術の水地がそれほど
高くない段階で強い規制をかけた場合,生産の縮'jや環
境規制の弱い発展途上国などの海外への生産晦役の配皿
をもたらす可能性がある．動脈物流と岬脈物流との関係
性が強まっている中，企業のリサイクル技術の水辿をふ
まえて適切なタイミングで環境規制をかけていく必要が
ある．そのためには，企業のリサイクル技術の水準と環
境規制に応じて，どのような施設配囮が起こりうるかを
:illiiできる理論的基盤が必要となる・

近４F，クローズド・ループと噸｡己れる動脈物iifとifii脈
物流の施設配置を同時に考慮した研究がなされるように
なってきた(包括的な文献調査として,例えばMeIoら2)が
詳しい．）例えlmeiShmann])では生産施股とリサイ
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図１モデルの搾$【1み

クル施設の配極を同時に計画する問題を，ヨーロッパの
コピー機製造企業や製紙企業に適用して感度分析を行っ
た．またLuandBostel4)はFleishmannらと類似の問題に
対して効率的な解法アルゴリズムを提案した．ただし
上述したような既存研究では尹卯が指摘したような使
用済み製品の排出趾変動といった特徴は考慮されていな
い．動脈物流が生産施設から多数の消費者への販
売という分散型輸送であるのに対して，静脈物流
は複数の使用済み製品の排出源となる消費者から
少数のリサイクル施設への集中型輸送である．こ
のとき，ほとんどの消費者の排出行動は，企業の
生産計画に依存しないため，使用済み製品の排出
H1には変動が生じる．

本研究では，リサイクル技術の向上や環境規制の変化
が生産施設，リサイクル施設の配腫にもたらす変化を明
らかにする．このとき1脚脈物流の特徴である使用済み製
品の変､力に誼目し，変動の大きさが施股ii2lmの変化にも
たらす影響を明らかにする．

２モデルの定式化

１企業が図Iのように製品の生産から販売，使用済み
製品の回収，分解，リサイクル，再翔１用するまでの費用
を股,j､化するように，生産施設とリサイクル施設を配慨
する問題を考える．モデル全体の枠組みImeiS1mlannと
同様であるが，本モデルの製品の生産においては一次資

･･正会員､仰(学術ij梗北大学Ｈｆ北アジア研究センター
（仙台市青葉EUIlPW番地，

TEL､22-7％-7568,EdLXO2Z-7”-7477） 
（E-mail:old｣bo＠cTtc3sLtohoImac〃）

…正会員，博(工)JX北大学jX北アジア研究Ftgンター

-４１７－ 
















